中華人民共和国東北部（旧満洲地区）における未発見映画フィルム発掘及び関係者聞き取り調査報告 by 志村 三代子
中
華
人
民
共
和
国
東
北
部
(
旧
満
洲
地
区
)
に
お
け
る
未
発
見
映
画
フ
ィ
ル
ム
発
掘
及
び
関
係
者
聞
き
取
-
調
査
報
告
は
じ
め
に
二
月
1
四
日
か
ら
二
月
二
1
日
ま
で
､
中
華
人
民
共
和
国
東
北
部
(
旧
満
洲
地
区
)
　
に
お
い
て
戦
前
の
未
発
見
日
本
映
画
の
発
掘
及
び
関
係
者
聞
き
取
-
調
査
を
行
っ
た
｡
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
直
接
の
き
っ
か
け
は
'
二
〇
〇
1
年
二
月
二
七
日
か
ら
三
月
二
四
日
ま
で
東
京
国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
｢
発
掘
さ
れ
た
映
画
た
ち
二
〇
〇
一
‥
ロ
シ
ア
･
ゴ
ス
フ
ィ
ル
モ
フ
ォ
ン
ド
で
発
見
さ
れ
た
日
本
映
画
｣
　
で
あ
る
｡
太
平
洋
戦
争
の
終
戦
前
後
に
旧
清
洲
(
中
国
東
北
部
)
　
へ
進
攻
し
た
旧
ソ
連
軍
に
接
収
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
戦
前
の
日
本
映
画
が
ロ
シ
ア
･
モ
ス
ク
ワ
郊
外
の
ゴ
ス
フ
ィ
ル
モ
フ
ォ
ン
ド
で
大
量
に
発
見
さ
れ
た
｡
一
九
九
四
年
に
は
大
阪
の
会
社
社
長
に
よ
る
『
何
が
彼
女
を
そ
う
さ
せ
た
か
』
(
一
九
三
〇
年
､
帝
キ
ネ
､
監
督
･
鈴
木
重
吉
)
　
の
発
掘
を
皮
切
り
に
､
一
九
九
六
年
か
ら
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
の
佐
伯
知
紀
氏
が
ゴ
ス
フ
ィ
ル
モ
フ
ォ
ン
ド
で
本
格
的
に
日
本
映
画
の
調
査
を
行
い
'
｢
日
本
映
画
｣
と
分
類
さ
れ
た
大
量
の
フ
ィ
ル
ム
缶
か
ら
劇
映
画
一
七
四
作
品
を
確
認
し
､
日
本
で
上
映
の
運
び
と
な
っ
た
｡
し
か
し
な
が
ら
'
佐
伯
氏
も
指
摘
し
て
い
る
過
-
､
当
時
｢
満
洲
国
｣
　
に
大
量
輸
入
さ
れ
た
日
本
映
画
の
う
ち
､
国
内
で
現
存
し
な
い
溝
口
健
二
の
『
浪
花
女
』
(
l
九
四
〇
)
､
『
芸
道
1
代
男
』
(
l
九
四
一
)
､
『
団
十
郎
三
代
』
(
1
九
四
四
)
､
内
田
吐
夢
の
『
歴
史
』
　
(
一
九
四
〇
)
､
『
鳥
居
強
右
衛
門
』
　
(
一
九
回
二
)
､
そ
し
て
稲
垣
浩
の
『
無
法
松
の
1
生
』
(
1
九
四
三
)
オ
リ
ジ
ナ
ル
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
な
ど
の
所
在
が
依
然
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
｡
さ
ら
に
､
満
洲
映
画
協
会
(
満
映
)
　
は
戦
中
の
作
品
ば
か
-
で
は
な
く
､
一
九
二
〇
年
代
の
サ
イ
レ
ン
ト
映
画
も
日
本
か
ら
輸
入
し
て
お
-
'
例
え
ば
､
マ
キ
ノ
雅
弘
の
　
『
浪
人
街
』
や
現
存
作
品
が
僅
か
し
か
な
い
大
都
映
画
の
作
品
な
ど
も
満
映
配
給
で
志
　
村
　
三
　
代
　
子
上
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
｢
清
洲
国
｣
　
で
上
映
さ
れ
た
こ
う
し
た
大
量
の
日
本
映
画
の
フ
ィ
ル
ム
は
果
た
し
て
ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
｡
戦
後
五
〇
年
以
上
経
た
現
在
'
可
燃
性
フ
イ
ル
ム
の
寿
命
を
考
慮
す
る
と
､
一
刻
も
早
い
調
査
発
掘
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
小
松
弘
先
生
を
中
心
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
｡
訪
中
前
の
事
前
調
査
で
旧
満
洲
地
区
に
お
け
る
未
発
見
日
本
映
画
に
つ
い
て
以
下
の
情
報
を
確
認
し
た
｡
･
満
映
は
当
時
一
作
品
に
つ
き
六
､
七
本
の
プ
リ
ン
ト
を
輸
入
し
'
長
春
､
涛
陽
'
大
連
'
ハ
ル
ビ
ン
､
牡
丹
江
､
撫
順
な
ど
の
主
要
都
市
の
映
画
館
へ
配
給
し
て
い
た
｡
し
か
し
､
ネ
ガ
を
輸
入
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
た
め
'
日
本
映
画
の
フ
イ
ル
ム
は
全
て
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
で
あ
る
｡
こ
し
れ
ら
の
フ
ィ
ル
ム
は
満
映
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
お
-
､
ジ
ャ
ン
ク
　
(
滅
却
)
　
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
｡
に
も
か
か
わ
ら
ず
敗
戦
直
前
の
満
映
撮
影
所
の
敷
地
に
､
ま
る
で
ゴ
ミ
の
よ
う
に
野
積
み
に
さ
れ
て
い
た
フ
ィ
ル
ム
の
存
在
が
ロ
シ
ア
で
伝
承
化
さ
れ
て
い
た
｡
二
九
五
一
年
の
五
月
'
元
滞
映
社
員
の
岸
富
美
子
氏
が
中
国
人
の
編
集
者
を
養
成
す
る
た
め
の
教
材
と
な
る
フ
ィ
ル
ム
を
探
し
た
と
こ
ろ
､
満
映
に
ほ
ど
近
い
　
｢
満
洲
赤
十
字
社
｣
　
の
ボ
イ
ラ
ー
室
で
　
『
無
法
松
の
一
生
』
を
発
見
し
た
｡
岸
氏
が
そ
の
大
き
な
ボ
イ
ラ
ー
室
に
入
っ
た
と
き
､
一
瞬
｢
海
の
よ
う
に
フ
ィ
ル
ム
が
あ
る
｣
と
感
じ
た
そ
う
で
あ
る
｡
･
そ
の
後
､
｢
満
洲
赤
十
字
社
｣
の
ボ
イ
ラ
ー
重
の
フ
ィ
ル
ム
は
､
東
北
電
影
公
司
の
フ
ィ
ル
ム
格
納
庫
が
あ
っ
た
ラ
ラ
ト
ン
と
い
う
地
名
の
場
所
に
運
び
込
ま
れ
た
と
い
う
情
報
が
岸
氏
の
弟
子
筋
か
ら
得
ら
れ
た
｡
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･
国
文
学
研
究
資
料
館
の
古
籍
資
料
研
究
者
が
遼
寧
省
大
連
図
書
館
で
大
量
の
映
画
フ
ィ
ル
ム
を
目
撃
し
た
｡
ソ
連
進
攻
が
一
九
四
五
年
八
月
九
日
､
先
遣
部
隊
が
長
春
に
到
着
す
る
の
は
八
月
一
九
日
で
あ
-
､
撤
退
は
一
九
四
六
年
の
三
月
か
ら
五
月
で
あ
る
｡
岸
富
美
子
氏
が
｢
海
の
よ
う
な
｣
移
し
い
フ
イ
ル
ム
の
中
か
ら
『
無
法
松
の
l
生
』
を
発
見
し
た
時
期
が
l
九
五
1
年
で
あ
れ
ば
､
一
九
四
五
年
か
ら
四
六
年
に
か
け
て
ソ
連
が
接
収
し
た
日
本
映
画
の
フ
ィ
ル
ム
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
疑
問
点
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
｡
大
連
図
書
館
の
映
画
フ
ィ
ル
ム
所
蔵
情
報
に
つ
い
て
は
'
大
連
図
書
館
が
旧
満
鉄
図
書
館
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
､
満
鉄
と
関
わ
り
の
深
い
満
映
が
無
関
係
で
あ
る
は
ず
が
な
い
｡
以
上
の
情
報
を
も
と
に
､
ま
ず
満
映
の
撮
影
所
が
あ
っ
た
長
春
を
起
点
に
涛
陽
､
大
連
と
南
下
し
､
日
本
映
画
の
発
掘
及
び
関
係
者
聞
き
取
-
調
査
に
赴
-
こ
と
と
な
っ
た
｡
な
お
､
今
回
の
調
査
に
あ
た
っ
て
､
実
に
様
々
な
職
種
の
人
た
ち
に
対
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
が
､
大
別
す
る
と
､
大
学
､
社
会
科
学
院
､
図
書
館
､
博
物
館
'
領
事
館
な
ど
の
公
的
機
関
と
'
映
画
研
究
者
､
映
画
監
督
な
ど
の
民
間
の
映
画
関
係
者
に
分
け
ら
れ
る
が
､
何
よ
り
も
今
回
の
最
大
の
成
果
は
､
当
初
は
想
像
も
し
な
か
っ
た
市
井
の
骨
董
市
場
の
店
主
た
ち
と
の
出
会
い
で
あ
る
｡
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
立
場
が
違
う
も
の
の
､
最
初
の
長
春
で
得
ら
れ
た
情
報
が
そ
の
ま
ま
藩
陽
に
繋
が
-
'
最
終
目
的
地
の
大
連
で
成
果
が
得
ら
れ
た
た
め
'
映
画
フ
ィ
ル
ム
散
逸
の
出
発
点
で
あ
る
長
春
を
最
初
に
訪
れ
た
こ
と
は
功
を
奏
し
た
よ
う
で
あ
る
｡
以
下
､
時
系
列
に
報
告
し
て
い
き
た
い
｡
長
春
東
北
師
範
大
学
東
北
師
範
大
学
文
学
部
の
孫
中
田
教
授
を
中
心
に
'
外
国
語
学
部
副
学
部
長
の
林
嵐
助
教
授
､
文
学
部
長
の
韓
格
平
教
授
に
対
し
て
､
旧
満
洲
時
代
の
文
化
全
般
に
村
す
る
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
｡
孫
教
授
は
､
日
本
人
に
よ
る
映
画
を
含
め
た
旧
満
洲
時
代
の
文
化
研
究
は
､
両
国
の
歴
史
の
空
自
を
埋
め
る
作
業
で
あ
る
と
〓
疋
の
評
価
を
し
て
い
る
｡
彼
ら
は
映
画
研
究
者
で
は
な
い
た
め
､
フ
ィ
ル
ム
の
有
無
に
関
す
る
情
報
は
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
､
旧
満
洲
時
代
に
活
躍
し
た
文
学
者
､
映
画
に
詳
し
い
と
思
わ
れ
る
文
学
者
や
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
に
関
す
る
情
報
を
得
た
｡
現
在
八
十
歳
代
の
孫
教
授
は
､
旧
清
洲
時
代
を
知
る
人
物
で
あ
る
｡
今
回
の
筆
者
の
調
査
目
的
の
ひ
と
つ
は
､
当
時
の
｢
日
本
映
画
｣
が
｢
清
洲
人
｣
　
に
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
'
孫
教
授
に
当
時
の
映
画
体
験
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
｡
し
か
し
な
が
ら
'
孫
教
授
は
映
画
館
が
な
い
地
方
都
市
の
出
身
で
あ
-
､
'
ま
し
て
や
庶
民
は
わ
ざ
わ
ざ
都
心
部
に
ま
で
映
画
を
見
る
こ
と
な
ど
不
可
能
で
あ
っ
た
｡
し
た
が
っ
て
孫
教
授
は
若
年
期
に
映
画
を
見
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
う
｡
そ
う
し
た
極
少
な
い
映
画
体
験
の
う
ち
'
強
-
印
象
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
､
当
時
の
満
映
の
国
策
的
な
内
容
と
は
無
関
係
の
白
馬
の
剣
士
が
登
場
す
る
武
侠
映
画
で
あ
っ
た
｡
タ
イ
-
ル
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
､
お
そ
ら
-
当
時
の
　
｢
滴
洲
人
｣
　
に
支
持
さ
れ
た
上
海
映
画
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
*
寄
贈
書
籍
‥
孫
中
田
､
逢
増
玉
､
貴
方
貨
､
劉
愛
貸
『
東
北
倫
落
区
文
学
史
網
』
'
一
九
九
八
年
､
書
林
大
学
出
版
社
｡
朝
粥
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
『
満
映
　
国
策
映
画
の
諸
相
』
　
の
著
者
で
あ
る
胡
殖
氏
は
'
現
在
最
古
参
の
満
映
研
究
者
で
あ
る
と
と
も
に
'
先
に
面
会
し
た
孫
教
授
の
教
え
子
で
も
あ
る
｡
日
本
語
訳
書
が
刊
行
さ
れ
た
一
九
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九
九
年
に
来
日
し
､
岩
本
憲
児
先
生
主
催
の
映
画
史
研
究
会
で
講
演
も
行
っ
て
い
る
｡
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
撮
影
所
近
-
の
胡
氏
の
自
宅
で
行
わ
れ
た
｡
ソ
連
接
収
か
ら
免
れ
た
映
画
フ
ィ
ル
ム
が
東
北
電
影
公
司
の
フ
ィ
ル
ム
格
納
庫
が
あ
っ
た
｢
ラ
ラ
-
ン
｣
な
る
地
名
の
場
所
に
運
ば
れ
た
と
い
う
情
報
は
､
胡
殖
氏
に
よ
る
と
､
ラ
ラ
-
ン
に
保
管
さ
れ
た
作
品
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
東
北
電
影
公
司
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
､
満
映
と
は
関
係
が
な
-
､
ま
た
現
在
ラ
ラ
ト
ン
に
は
東
北
満映時代から続く長春の映画館｡現在はショッピングセン
ターになっている｡
電
影
公
司
の
倉
庫
も
な
-
､
田
園
地
帯
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
｡
さ
ら
に
一
九
五
〇
年
代
の
初
頭
'
満
映
時
代
の
フ
ィ
ル
ム
は
北
京
の
電
影
資
料
館
に
移
管
さ
れ
'
フ
ィ
ル
ム
の
タ
イ
ト
ル
も
登
録
さ
れ
て
資
料
館
の
管
理
下
に
入
っ
た
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
　
(
そ
の
後
､
東
北
電
影
公
司
の
音
楽
隊
の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
'
馬
氏
の
証
言
を
入
手
｡
馬
氏
に
よ
る
と
､
五
〇
年
代
初
頭
に
ト
ラ
ッ
ク
三
台
分
の
フ
ィ
ル
ム
缶
が
北
京
に
送
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
｡
実
際
に
馬
氏
は
運
搬
を
手
伝
っ
た
)
｡
現
在
ま
で
に
日
本
の
研
究
者
が
数
回
に
わ
た
っ
て
北
京
の
電
影
資
料
館
側
と
滞
映
時
代
の
映
画
の
有
無
に
つ
い
て
接
触
を
試
み
た
が
'
電
影
資
料
館
の
公
式
回
答
は
｢
存
在
せ
ず
｣
で
あ
る
｡
こ
の
不
可
思
議
な
回
答
に
対
す
る
胡
飛
氏
の
見
解
は
､
政
治
的
な
理
由
(
滴
映
は
今
ま
で
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
た
)
と
古
い
作
品
は
画
質
等
が
落
ち
て
い
る
た
め
､
修
復
す
る
手
間
や
費
用
な
ど
の
予
算
の
点
で
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
｡
ソ
連
の
接
収
か
ら
逃
れ
た
満
映
作
品
の
ネ
ガ
が
無
事
に
北
京
の
電
影
資
料
館
に
移
管
さ
れ
た
と
す
る
と
､
｢
日
本
映
画
｣
の
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
｡
岸
氏
に
よ
る
と
､
満
映
作
品
の
ネ
ガ
と
映
画
館
に
配
給
す
る
ポ
ジ
は
'
別
管
理
で
あ
-
'
保
管
場
所
も
違
っ
て
い
た
と
い
う
｡
し
か
し
な
が
ら
､
こ
う
し
た
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
が
た
と
え
接
収
を
免
れ
生
き
延
び
て
い
た
と
し
て
も
'
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
中
国
の
幾
度
に
わ
た
る
困
難
な
政
治
状
況
の
最
中
で
､
生
き
て
い
-
だ
け
で
精
一
杯
で
あ
っ
た
東
北
地
方
の
人
た
ち
に
と
っ
て
､
映
画
フ
ィ
ル
ム
は
価
値
の
あ
る
も
の
で
は
な
-
'
ま
し
て
や
｢
敵
国
｣
日
本
の
フ
イ
ル
ム
な
ど
は
関
心
の
あ
る
人
間
も
い
な
か
っ
た
た
め
､
今
ま
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
｢
日
本
映
画
｣
に
対
す
る
当
時
の
評
価
に
つ
い
て
も
､
胡
殖
氏
も
孫
教
授
と
同
様
の
見
解
で
あ
っ
た
｡
当
時
､
映
画
は
高
級
娯
楽
で
あ
り
､
庶
民
に
は
手
が
届
か
な
か
っ
た
｡
当
時
の
映
画
の
チ
ケ
ッ
-
代
は
1
律
1
元
(
学
生
割
引
券
が
二
画
)
　
で
あ
っ
た
が
､
こ
の
価
格
は
'
結
婚
式
の
女
性
の
礼
服
が
十
元
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
､
か
な
-
高
額
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
｡
｢
日
本
映
画
｣
を
見
る
観
客
は
満
洲
在
住
の
日
本
人
で
あ
-
､
当
時
の
｢
清
洲
人
｣
が
見
る
映
画
は
､
上
海
映
画
､
満
映
､
日
本
映
画
の
順
で
あ
っ
た
｡
一
九
五
一
年
以
降
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
｢
日
本
映
画
｣
　
の
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
の
中
に
は
'
日
本
に
現
存
し
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
､
そ
の
学
術
的
価
値
を
強
調
し
た
と
こ
ろ
､
胡
殖
氏
は
我
々
に
次
の
よ
う
な
情
報
を
提
供
し
た
｡
二
〇
〇
二
年
に
ハ
ル
ビ
ン
在
住
の
コ
レ
ク
タ
ー
か
ら
胡
誕
氏
に
連
絡
が
あ
り
'
以
下
の
フ
ィ
ル
ム
を
購
入
し
た
と
の
情
報
を
得
た
.
胡
飛
氏
に
よ
る
フ
ィ
ル
ム
の
タ
イ
-
ル
は
以
下
の
通
-
で
あ
る
｡
『
攻
略
衛
洲
』
『
参
観
建
国
忠
霊
塔
』
　
(
恰
爾
演
)
『
参
観
孔
子
祭
』
　
(
恰
爾
潰
)
『
防
衛
訓
練
後
的
閲
兵
式
』
『
開
拓
団
吟
爾
演
』
以
上
の
五
作
品
は
い
ず
れ
も
記
録
映
画
で
あ
-
'
日
本
軍
か
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
が
撮
影
し
た
も
の
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
｡
満
鉄
の
記
録
映
画
に
該
当
作
品
は
な
-
'
こ
う
し
た
フ
イ
ル
ム
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
奇
跡
的
で
あ
る
が
'
今
後
も
日
本
の
研
究
者
が
積
極
的
に
働
き
か
け
れ
ば
新
た
に
別
の
映
画
フ
ィ
ル
ム
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
期
待
で
き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
V
"
吉
林
省
社
会
科
学
院
日
本
研
究
所
中
国
で
は
一
九
三
一
～
l
九
四
五
年
ま
で
の
期
間
､
す
な
わ
ち
滴
洲
事
変
か
ら
日
中
戦
争
に
到
る
期
間
は
｢
十
四
年
｣
と
呼
ば
れ
て
い
る
｡
一
九
八
六
年
に
発
足
し
た
同
研
究
所
は
､
日
本
の
軍
国
主
義
が
中
国
東
北
地
方
に
及
ん
だ
政
治
､
経
済
'
文
化
全
般
を
検
証
す
る
機
関
で
あ
る
｡
長
春
以
外
に
も
､
東
北
三
省
(
遼
寧
省
'
吉
林
省
'
黒
龍
江
省
)
　
の
主
要
都
市
で
あ
る
涛
陽
､
ハ
ル
ビ
ン
に
同
じ
-
研
究
所
が
あ
-
､
現
在
ま
で
お
よ
そ
四
〇
種
類
に
及
ぶ
書
籍
､
雑
誌
が
刊
行
さ
れ
て
お
-
､
特
に
雑
誌
『
東
北
倫
落
史
研
究
』
は
年
四
回
発
行
さ
れ
､
日
中
両
国
の
研
究
者
が
論
文
を
投
稿
し
て
い
る
｡
同
研
究
所
の
七
階
の
十
四
年
史
年
資
料
室
に
て
日
本
研
究
所
研
究
員
の
孫
纏
武
氏
'
東
北
倫
落
十
四
年
史
総
偏
重
副
主
編
の
李
茂
茶
氏
に
面
会
｡
同
階
は
満
鉄
資
料
室
も
あ
-
､
旧
清
洲
時
代
の
公
的
研
究
機
関
の
中
心
を
担
っ
て
い
る
｡
ち
な
み
に
満
映
研
究
者
の
胡
誕
氏
も
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
-
､
『
満
映
　
1
国
策
屯
影
面
面
相
』
も
1
九
九
〇
年
に
同
研
究
所
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
｡
両
氏
に
よ
る
と
､
滴
洲
時
代
当
時
は
フ
ィ
ル
ム
管
理
が
非
常
に
厳
し
か
っ
た
た
め
'
民
間
に
流
さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム
は
ご
-
少
な
-
'
ま
た
'
文
化
大
革
命
の
際
に
は
日
本
と
関
わ
る
モ
ノ
を
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持
っ
て
い
る
だ
け
で
も
大
問
題
で
あ
り
､
個
人
の
写
真
で
さ
え
も
断
罪
さ
れ
た
た
め
､
そ
う
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
発
見
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
｡
ま
た
､
ロ
シ
ア
の
ゴ
ス
フ
ィ
ル
モ
フ
ォ
ン
ド
に
つ
い
て
の
情
報
は
確
認
済
み
だ
が
'
ロ
シ
ア
と
中
国
と
の
政
治
的
関
係
に
よ
り
'
接
収
さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム
を
買
い
戻
す
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
-
､
む
し
ろ
'
フ
ィ
ル
ム
と
同
じ
-
接
収
さ
れ
た
機
密
文
書
の
方
が
中
国
側
に
と
っ
て
は
重
要
で
あ
る
そ
う
だ
｡
黒
龍
江
省
ハ
ル
ビ
ン
の
露
店
で
フ
ィ
ル
ム
を
偶
然
購
入
し
た
人
物
に
つ
い
て
の
情
報
を
伺
っ
た
が
､
フ
ィ
ル
ム
の
内
容
は
胡
飛
氏
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
.
購
入
者
の
氏
名
は
尚
玉
再
､
ハ
ル
ビ
ン
在
住
､
五
〇
歳
代
｡
李
茂
茶
氏
は
実
際
に
テ
レ
シ
ネ
さ
れ
た
ヴ
ィ
デ
オ
を
二
〇
〇
二
年
春
に
鑑
賞
し
て
い
る
｡
内
容
は
軍
隊
の
閲
覧
式
'
勤
労
奉
仕
､
ハ
ル
ビ
ン
の
忠
霊
塔
(
現
在
は
存
在
せ
ず
)
を
祭
る
儀
式
'
ハ
ル
ビ
ン
工
業
大
学
､
孔
子
の
祭
-
'
徐
洲
攻
略
な
ど
い
ず
れ
も
数
分
間
が
ひ
と
つ
に
纏
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
　
(
い
ず
れ
も
胡
頑
氏
提
供
の
タ
イ
ト
ル
と
一
致
す
る
)
｡
露
店
で
売
り
に
出
さ
れ
る
満
洲
時
代
の
も
の
で
は
コ
イ
ン
､
紙
幣
な
ど
は
あ
る
が
フ
ィ
ル
ム
は
非
常
に
珍
し
い
と
い
う
｡
な
お
､
同
研
究
所
か
ら
以
下
の
書
籍
'
雑
誌
を
進
呈
従
業
員
は
約
三
〇
〇
〇
人
｡
藩
陽
長
春
で
は
日
本
軍
､
あ
る
い
は
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
が
撮
影
し
た
と
思
わ
れ
る
記
録
映
画
に
関
す
る
貴
重
な
情
報
を
得
て
､
次
の
目
的
地
で
あ
る
審
陽
に
向
か
っ
た
｡
涛
陽
で
は
事
前
に
訪
問
す
る
旨
を
伝
え
て
い
た
涛
陽
総
領
事
館
､
遼
寧
省
図
書
館
に
て
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
､
〟
九
二
八
″
歴
史
博
物
館
の
聞
き
取
-
調
査
'
そ
し
て
フ
ィ
ル
ム
発
見
場
所
で
あ
る
｢
露
店
｣
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
涛
陽
の
骨
董
市
場
を
訪
れ
た
｡
頼
経
J
l
l
O
O
l
l
評
-
-
潤
長
春
撮
影
所
内
部
見
学
雷
献
禾
工
作
室
の
美
術
監
督
､
襲
明
輝
氏
の
案
内
で
撮
影
所
の
内
部
を
見
学
｡
映
画
産
業
不
振
に
よ
-
'
建
物
の
一
部
は
老
朽
化
が
激
し
-
､
閑
散
と
し
た
印
象
を
受
け
る
｡
大
戦
後
に
新
築
さ
れ
た
建
物
も
あ
る
が
､
滴
映
時
代
(
廉
徳
六
年
七
月
～
)
に
建
設
さ
れ
た
建
物
が
現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
満
映
設
立
当
初
､
六
つ
の
ス
テ
ー
ジ
が
建
設
さ
れ
た
が
､
そ
の
ス
テ
ー
ジ
も
当
時
の
ま
ま
で
現
在
も
使
用
は
可
能
で
あ
る
と
い
う
｡
一
ス
テ
ー
ジ
に
既
成
の
セ
ッ
ト
を
作
-
､
来
館
者
が
見
学
可
能
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
よ
う
な
ス
テ
ー
ジ
が
あ
-
､
一
日
あ
た
り
二
〇
人
か
ら
三
〇
人
の
来
館
者
が
い
る
と
い
う
｡
現
在
の
藩
陽
総
領
事
館
去
年
の
五
月
に
北
朝
鮮
の
脱
北
署
の
事
件
が
あ
っ
た
だ
け
に
､
領
事
館
の
警
備
は
厳
重
で
'
パ
ス
ポ
ー
ー
を
数
回
提
示
し
て
や
っ
と
入
館
す
る
は
ど
も
の
も
の
し
い
雰
囲
気
だ
っ
た
｡
新
聞
文
化
処
の
翁
鉄
軍
氏
と
面
談
し
､
当
方
の
主
旨
を
改
め
て
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
､
滴
洲
時
代
の
旧
日
本
人
居
留
地
に
あ
る
東
北
映
画
館
の
場
所
を
聞
-
｡
ま
た
､
〟
九
二
八
″
歴
史
博
物
館
が
滴
洲
事
変
の
遺
留
品
を
募
集
し
て
い
る
と
い
う
情
報
を
得
た
こ
と
か
ら
､
急
速
､
〟
九
二
八
″
歴
史
博
物
館
で
滴
洲
時
代
の
フ
ィ
ル
ム
の
有
無
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
と
な
っ
た
｡
212
長春損影所の内部写真
遼
寧
省
図
書
館
当
館
は
'
元
東
北
図
書
館
だ
け
あ
っ
て
'
満
鉄
関
係
の
資
料
は
豊
富
で
あ
る
｡
王
篠
受
副
館
長
の
案
内
で
館
内
見
学
す
る
と
と
も
に
､
当
館
所
蔵
の
映
画
関
係
書
籍
､
雑
誌
を
確
認
し
た
｡
未
整
理
書
籍
は
十
数
万
冊
に
及
ぶ
　
(
雑
誌
含
ま
ず
)
　
が
'
そ
の
中
か
ら
映
画
関
係
の
雑
誌
'
書
籍
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
-
｡
複
写
は
一
貫
に
つ
き
五
元
で
､
事
前
に
連
絡
す
れ
ば
複
写
は
可
能
で
あ
る
｡
遼
寧
省
図
書
館
で
確
認
出
来
た
映
画
関
係
書
籍
'
雑
誌
類
は
以
下
の
通
-
で
あ
渚陽の東北映画館
る
○
雑
誌
類
‖
『
映
画
評
論
』
一
九
三
五
年
一
､
三
～
九
月
号
､
『
電
影
画
報
』
一
九
四
二
年
六
､
八
～
〓
l
月
号
､
1
九
四
三
年
1
､
三
～
二
一
月
号
'
一
九
四
四
年
1
-
六
､
八
～
〓
月
号
(
中
国
語
版
)
前
身
雑
誌
の
　
『
満
洲
映
画
』
は
長
春
市
図
書
館
に
あ
り
｡
書
籍
類
‥
『
文
化
映
画
の
方
法
論
』
一
九
四
〇
年
､
久
保
田
辰
雄
､
『
映
画
と
国
家
』
岡
田
真
書
､
『
国
民
娯
楽
の
問
題
』
権
田
保
之
助
､
『
映
画
劇
と
演
劇
』
橘
高
麗
'
『
フ
ィ
ル
ム
』
富
士
写
真
フ
ィ
ル
ム
､
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
社
､
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
映
画
基
礎
理
論
』
　
メ
ン
ツ
エ
ン
ベ
ル
グ
'
秋
田
雨
雀
訳
t
 
l
九
三
〇
年
'
『
映
画
芸
術
研
究
』
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
社
､
一
九
三
四
年
､
『
映
画
監
督
と
脚
本
論
』
一
九
三
〇
年
､
プ
ド
フ
キ
ン
､
佐
々
木
能
理
男
訳
'
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
映
画
入
門
』
　
1
九
二
八
年
､
村
山
知
義
､
『
発
声
映
画
脚
本
制
作
論
』
　
1
九
三
一
年
'
往
来
社
､
佐
々
木
能
理
男
'
『
映
画
』
　
1
九
三
八
年
､
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
社
､
吉
岡
重
三
郎
､
『
滴
洲
重
文
年
鑑
　
康
徳
九
年
版
』
一
九
三
五
年
､
満
洲
富
士
房
､
『
映
画
五
十
年
史
』
一
九
四
二
年
'
筈
見
恒
夫
､
鱒
書
房
､
『
日
本
映
画
選
書
　
映
画
文
献
史
』
岡
田
異
音
､
一
九
四
三
年
'
大
日
本
映
画
協
会
､
『
水
の
な
か
れ
』
一
九
三
四
年
'
桑
野
桃
華
､
聯
合
演
芸
通
信
社
｡
模
型
な
ど
で
再
現
さ
れ
て
い
る
｡
さ
ら
に
'
最
後
尾
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
日
本
の
歴
史
教
科
書
問
題
､
石
原
慎
太
郎
都
知
事
や
小
泉
純
一
郎
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
問
題
な
ど
が
大
き
-
敬
-
扱
わ
れ
て
お
-
､
過
去
の
侵
略
戦
争
に
対
す
る
日
本
の
歴
史
認
識
の
最
新
情
報
を
常
に
注
視
し
'
即
座
に
反
応
し
て
い
-
と
い
う
姿
勢
が
伺
え
る
｡
｢
日
本
映
画
｣
は
｢
法
西
欺
思
想
文
化
統
制
｣
　
の
l
例
と
し
て
嵐
寛
善
部
主
演
の
　
『
海
の
豪
族
』
や
長
谷
川
1
夫
､
大
河
内
伝
次
郎
の
主
演
映
画
の
ポ
ス
タ
ー
が
展
示
さ
れ
て
い
た
｡
そ
の
後
'
弁
公
室
主
任
の
程
俊
国
民
と
面
会
L
t
満
洲
事
変
の
遺
留
品
募
集
の
情
報
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
､
フ
ィ
ル
ム
に
関
す
る
情
報
は
な
-
､
現
在
当
博
物
館
で
も
探
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
と
い
う
｡
ま
た
'
荏
俊
国
氏
か
ら
審
陽
の
骨
董
品
店
が
集
ま
る
藩
陽
北
市
市
場
の
所
在
地
の
情
報
を
伺
っ
た
｡
〝
九
･
一
八
″
歴
史
博
物
館
満
洲
事
変
か
ら
日
中
戦
争
に
至
る
い
わ
ゆ
る
　
｢
十
四
年
史
｣
　
の
歴
史
を
展
示
す
る
博
物
館
と
し
て
'
一
九
九
一
年
に
開
館
し
た
同
館
は
一
九
九
七
年
､
〝
九
二
八
″
事
変
博
物
館
か
ら
歴
史
博
物
館
に
名
称
を
変
更
､
一
九
九
九
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
運
び
と
な
っ
た
｡
〟
九
二
八
″
事
変
か
ら
皇
姑
屯
事
件
等
の
事
件
の
説
明
や
〟
七
三
一
″
細
菌
部
隊
の
実
態
な
ど
､
日
本
の
軍
国
主
義
の
台
頭
'
抗
日
戦
争
の
勝
利
と
共
産
党
政
府
の
樹
立
に
至
る
過
程
が
写
真
や
蝋
人
形
'
絵
画
や
"九･一八"歴史博物館に展示されていた｢日本映画｣のポ
スター焚
藩
陽
北
市
市
場
数
十
店
の
骨
董
店
が
集
積
す
る
涛
陽
北
市
市
場
は
､
陶
器
､
掛
け
軸
'
家
具
な
ど
を
中
心
に
､
古
銭
､
古
紙
幣
､
写
真
'
中
に
は
毛
沢
東
専
門
グ
ッ
ズ
の
よ
う
な
店
も
あ
-
､
活
気
と
混
沌
が
入
-
乱
れ
た
市
場
で
あ
る
｡
滞
洲
時
代
の
骨
董
を
専
門
に
取
-
扱
う
奉
泉
聞
古
玩
店
の
李
仝
孝
氏
､
涛
陽
古
玩
城
二
楼
八
四
号
の
孫
氏
に
映
画
フ
ィ
ル
ム
に
関
す
る
情
報
を
伺
う
｡
奉
泉
聞
古
玩
店
で
は
満
映
配
給
の
上
海
映
画
『
化
身
姑
娘
』
の
ポ
ス
タ
ー
を
発
見
'
価
格
は
約
二
万
円
｡
そ
の
他
に
も
日
本
映
画
の
主
題
歌
の
チ
ラ
シ
を
数
点
見
せ
ら
れ
た
｡
ま
た
'
滴
洲
国
の
国
旗
や
写
真
､
紙
幣
､
コ
イ
ン
､
証
券
な
ど
当
時
の
雑
多
な
生
活
用
品
が
陳
列
さ
れ
て
い
た
｡
フ
ィ
ル
ム
に
関
し
て
は
記
録
映
画
､
劇
映
画
と
も
に
売
買
し
た
と
店
主
は
語
っ
て
い
た
が
確
証
は
な
-
､
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当
方
の
住
所
を
伝
え
､
フ
ィ
ル
ム
が
発
見
さ
れ
れ
ば
連
絡
を
も
ら
う
旨
を
伝
え
た
｡
大
連
長
春
､
藩
陽
を
訪
れ
て
実
感
し
た
こ
と
は
､
大
学
､
社
会
科
学
院
､
博
物
館
､
図
書
館
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
公
的
機
関
に
は
フ
ィ
ル
ム
は
現
存
⊥
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
審
陽
の
骨
董
市
場
を
訪
れ
､
改
め
『化身姑娘』のポスター
て
｢
日
本
映
画
｣
　
の
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
は
こ
う
し
た
民
間
の
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
的
な
市
場
に
流
通
し
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
た
｡
大
連
で
は
､
当
初
か
ら
訪
問
を
予
定
し
て
い
た
大
連
図
書
館
で
の
情
報
収
集
よ
-
も
'
時
間
が
許
す
限
-
'
新
た
な
情
報
を
求
め
て
骨
董
店
を
隈
な
-
諺
ね
ま
わ
る
こ
と
に
方
向
転
換
し
た
｡
大
連
市
中
山
公
園
華
宮
古
文
化
市
場
タ
ク
シ
ー
運
転
手
か
ら
の
情
報
に
よ
-
大
連
の
骨
董
市
場
を
訪
ね
た
が
､
映
画
フ
ィ
ル
ム
は
な
-
'
そ
こ
の
店
主
か
ら
映
画
等
に
詳
し
い
骨
董
市
場
の
所
在
情
報
を
得
､
中
山
公
園
内
に
あ
る
華
宮
古
文
化
市
場
に
向
か
う
｡
そ
の
一
角
に
店
を
構
え
る
宋
国
偉
氏
経
営
の
悟
古
蘭
は
日
露
戦
争
時
の
旗
や
､
蒲
洲
国
時
代
の
日
本
家
屋
の
一
部
'
家
具
な
ど
の
骨
董
が
多
数
陳
列
さ
れ
て
い
た
｡
宋
国
偉
氏
に
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
､
次
の
よ
う
な
情
報
を
得
た
｡
日
本
人
業
者
が
満
映
ポ
ス
タ
ー
を
大
量
に
買
い
つ
け
､
李
香
蘭
主
演
映
画
(
題
名
不
明
)
　
に
つ
い
て
も
取
引
の
実
績
が
あ
る
と
い
う
｡
現
在
､
店
内
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
映
画
フ
イ
ル
ム
は
戦
時
中
の
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
フ
イ
ル
ム
､
パ
テ
･
ベ
ビ
ー
製
九
･
五
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
(
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
『
n
e
T
e
m
p
e
s
t
』
)
'
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
映
画
ら
し
き
フ
ィ
ル
ム
な
ど
五
巻
が
あ
-
､
い
ず
れ
も
フ
ィ
ル
ム
缶
に
入
っ
て
お
ら
ず
､
剥
き
出
し
の
ま
ま
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
纏
め
て
保
管
さ
れ
て
い
た
｡
三
五
ミ
リ
の
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
五
〇
〇
元
で
購
入
｡
タ
イ
ト
ル
は
　
『
少
年
鉄
児
　
敵
陣
突
破
』
｡
『
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
史
』
(
山
口
且
訓
､
渡
辺
泰
著
'
有
文
社
)
に
も
該
当
す
る
タ
イ
ト
ル
は
な
く
､
わ
ず
か
二
分
弱
の
短
編
フ
ィ
ル
ム
で
あ
る
も
の
の
､
フ
ィ
ル
ム
の
状
態
も
良
好
で
あ
-
t
か
つ
日
本
で
現
存
し
な
い
作
品
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
｡
タ
イ
ト
ル
不
明
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
映
画
フ
ィ
ル
ム
に
つ
い
て
は
一
コ
マ
分
を
切
-
取
っ
て
確
認
用
と
し
､
帰
国
し
た
後
に
小
松
弘
先
生
に
タ
イ
ト
ル
確
認
を
依
頼
す
る
こ
と
に
し
た
｡
名
刺
交
換
し
､
映
画
フ
ィ
ル
ム
を
入
手
し
た
場
合
は
必
ず
連
絡
を
も
ら
う
よ
う
約
束
｡
い
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
､
今
回
は
'
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
紹
介
と
映
画
フ
ィ
ル
ム
に
関
す
る
情
報
収
集
の
聞
き
取
-
を
行
っ
た
｡
張
館
長
は
大
連
図
書
館
長
に
就
任
す
る
以
前
(
九
一
年
～
九
七
年
)
に
大
連
市
文
物
管
理
委
貞
会
弁
広
室
主
任
､
大
連
博
物
館
館
長
､
文
物
研
究
所
所
長
を
歴
任
し
て
お
-
､
い
わ
ば
骨
董
品
の
発
掘
､
検
査
の
専
門
家
で
あ
る
｡
張
館
長
に
ょ
る
と
､
在
任
中
に
満
洲
国
時
代
の
写
真
以
外
の
映
像
資
料
は
目
に
し
た
こ
と
は
な
-
､
今
後
発
見
が
期
待
出
来
る
分
野
で
あ
る
と
い
う
｡
大
戦
後
に
ソ
連
が
進
攻
し
た
際
に
'
大
連
図
書
館
所
蔵
の
l
部
の
文
献
資
料
(
宋
l
冗
時
代
)
　
が
接
収
さ
れ
た
ら
し
い
が
､
現
在
所
在
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
｡
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
漢
籍
分
類
目
録
』
を
寄
贈
L
t
当
図
書
館
で
は
中
国
の
国
宝
を
所
蔵
し
て
い
る
旨
を
伝
え
た
と
こ
ろ
､
張
館
長
は
､
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
は
大
変
興
味
が
あ
-
'
一
度
図
書
館
訪
問
を
し
て
み
た
い
と
語
っ
た
｡
ま
た
､
現
在
満
鉄
書
籍
目
録
を
作
成
中
で
､
今
年
の
六
～
七
月
頃
に
刊
行
予
定
だ
そ
う
で
あ
る
｡
大
連
図
書
館
の
案
内
等
の
資
料
を
い
た
だ
-
｡
*
寄
贈
資
料
‥
大
連
図
書
館
二
〇
〇
一
-
二
〇
〇
二
年
要
覧
､
『
白
雲
論
壇
』
二
〇
〇
二
年
一
月
号
､
古
典
詩
詞
吟
詠
演
唱
会
c
D
な
ど
｡
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大
連
図
書
館
同
館
館
長
の
張
本
義
民
と
面
会
｡
フ
イ
ル
ム
所
蔵
情
報
の
端
緒
が
大
連
図
書
館
だ
っ
た
た
め
'
国
文
学
資
料
館
'
元
大
連
外
国
語
学
院
の
横
山
邦
治
教
授
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
大
連
図
書
館
に
は
度
々
問
い
合
わ
せ
を
行
っ
て
き
た
｡
し
か
し
総
領
事
館
か
ら
も
正
式
に
フ
ィ
ル
ム
は
無
藩
陽
総
領
事
飼
在
大
連
出
張
駐
在
官
事
務
所
藩
陽
総
領
事
館
で
紹
介
を
受
け
､
所
長
の
川
本
順
一
氏
と
面
会
｡
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
c
o
E
の
主
旨
､
清
洲
国
時
代
の
日
本
映
画
に
関
す
る
情
報
収
集
等
の
協
力
を
要
請
｡
大
連
市
の
総
合
案
内
'
大
連
市
に
偏
在
す
る
博
物
館
や
テ
レ
ビ
局
な
ど
､
冒
ほ
し
い
機
関
の
連
絡
先
が
書
か
れ
た
リ
ス
ト
を
い
た
だ
-
｡
東
北
地
方
は
清
洲
国
時
代
の
歴
史
を
背
負
っ
た
地
域
で
あ
-
､
長
春
の
滴
洲
国
の
遺
構
は
全
て
〝
偽
滞
洲
～
″
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
想
像
で
き
る
よ
う
に
､
日
本
人
が
安
易
に
満
洲
国
時
代
の
過
去
を
発
掘
す
る
こ
と
に
対
し
て
非
常
に
敏
感
で
あ
る
と
い
う
｡
ま
た
､
図
書
館
等
の
公
的
機
関
に
は
日
本
人
に
滴
洲
国
時
代
の
資
料
を
見
せ
る
な
と
い
う
通
達
が
出
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
｡
小
泉
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
の
折
に
も
､
総
領
事
館
や
大
連
出
張
所
の
前
で
デ
モ
が
あ
-
､
依
然
と
し
て
日
本
の
侵
略
戦
争
の
痛
み
を
忘
れ
た
わ
け
で
は
な
い
た
め
､
そ
う
し
た
過
去
に
対
す
る
配
慮
が
必
要
で
あ
る
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
｡
*
寄
贈
資
料
‥
二
〇
〇
二
大
連
交
通
旅
涯
図
'
大
連
概
要
'
大
連
各
大
院
校
及
主
要
報
社
有
井
情
況
一
覧
表
今
後
の
課
題
､
感
想
本
プ
ロ
ジ
エ
ク
ー
は
､
元
滴
映
社
員
の
岸
富
美
子
氏
が
目
撃
し
た
､
｢
満
洲
赤
十
字
社
｣
の
ボ
イ
ラ
ー
室
に
所
狭
し
と
積
ま
れ
た
｢
海
の
よ
う
な
フ
ィ
ル
ム
｣
が
藻
屑
と
な
っ
て
消
え
て
し
ま
う
前
に
､
何
と
か
こ
の
眼
で
突
き
止
め
た
い
と
い
う
情
熱
か
ら
出
発
し
た
も
の
で
あ
る
｡
長
春
､
審
陽
､
大
連
の
主
要
都
市
に
お
け
る
公
的
機
関
に
は
映
画
フ
ィ
ル
ム
は
残
念
な
が
ら
保
存
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
､
長
春
の
胡
飛
氏
の
記
録
映
画
に
関
す
る
情
報
か
ら
､
公
的
機
関
に
抵
触
し
な
い
'
い
わ
ゆ
る
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ン
ド
の
市
場
に
フ
ィ
ル
ム
が
密
か
に
流
通
し
て
い
る
と
確
信
し
'
藩
陽
で
は
上
海
映
画
の
ポ
ス
タ
ー
を
発
見
'
そ
し
て
最
終
目
的
地
の
大
連
で
遂
に
映
画
フ
ィ
ル
ム
を
発
見
し
た
｡
大
連
の
骨
董
店
で
は
､
日
本
家
屋
の
柱
な
ど
が
陳
列
さ
れ
て
い
た
が
'
こ
れ
ら
は
近
年
の
大
連
の
再
開
発
に
伴
っ
て
取
-
壊
さ
れ
た
日
本
家
屋
の
中
か
ら
売
買
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
'
映
画
フ
イ
ル
ム
も
こ
の
ル
ー
ー
で
偶
然
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
し
た
が
っ
て
'
こ
う
し
た
映
画
フ
ィ
ル
ム
が
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
市
場
で
流
通
し
始
め
た
の
は
ご
く
最
近
の
こ
と
で
あ
-
､
今
回
の
訪
中
は
実
に
タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
今
回
の
訪
中
で
は
二
つ
の
成
果
を
得
た
｡
ひ
と
つ
は
胡
殖
氏
情
報
に
よ
る
ハ
ル
ビ
ン
在
住
コ
レ
ク
タ
ー
が
所
蔵
す
る
日
本
の
記
録
映
画
の
現
存
確
認
で
あ
り
､
二
つ
日
は
先
に
述
べ
た
大
連
で
の
映
画
フ
イ
ル
ム
の
現
物
発
見
で
あ
る
｡
二
つ
の
成
果
は
映
画
部
門
に
お
け
る
演
劇
博
物
館
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
の
可
能
性
を
開
-
も
の
で
あ
る
｡
と
い
う
の
も
､
映
画
は
鑑
賞
者
が
い
て
こ
そ
学
術
的
価
値
が
あ
る
も
の
で
あ
-
､
好
事
家
の
手
元
で
安
穏
と
保
存
さ
れ
る
類
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
｡
そ
の
た
め
に
は
映
画
フ
ィ
ル
ム
を
購
入
'
修
復
保
存
す
る
た
め
の
豊
富
な
資
金
と
､
作
品
の
一
般
公
開
が
必
要
で
あ
り
､
こ
う
し
た
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
は
'
日
中
映
画
史
の
さ
ら
な
る
見
直
し
と
発
展
が
期
待
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
そ
し
て
'
こ
う
し
た
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
は
､
フ
イ
ル
ム
供
給
側
の
中
国
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
｡
当
面
､
映
画
フ
ィ
ル
ム
は
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ン
ド
市
場
に
お
い
て
の
み
流
通
し
て
い
る
た
め
'
フ
ィ
ル
ム
収
集
家
､
好
事
家
に
よ
る
フ
ィ
ル
ム
の
存
在
の
調
査
に
つ
い
て
は
骨
董
店
の
店
主
と
の
情
報
交
換
は
も
と
よ
-
､
現
地
の
研
究
者
と
の
積
極
的
な
交
流
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
｡
さ
ら
に
､
公
的
機
関
へ
の
働
き
か
け
も
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
｡
従
来
ま
で
は
映
画
フ
ィ
ル
ム
が
公
的
機
関
で
確
認
さ
れ
れ
ば
､
そ
う
し
た
フ
ィ
ル
ム
は
北
京
電
影
資
料
館
に
移
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
｡
し
か
し
､
今
回
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
な
戦
前
の
　
｢
日
本
映
画
｣
が
北
京
電
影
資
料
館
の
目
を
潜
-
抜
け
'
今
ま
で
密
か
に
流
通
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
む
し
ろ
歓
迎
す
べ
き
事
態
な
の
か
も
し
れ
な
い
｡
し
か
し
'
フ
イ
ル
ム
の
保
存
修
復
と
一
般
公
開
を
促
進
す
る
た
め
に
は
公
的
機
関
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
-
､
今
後
は
日
中
の
共
同
研
究
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
｡
今
回
の
訪
中
で
､
筆
者
が
抱
い
て
い
た
　
｢
日
本
映
画
｣
　
に
関
す
る
淡
い
期
待
は
悉
く
打
ち
砕
か
れ
た
｡
日
本
に
お
い
て
'
少
な
-
と
も
テ
レ
ビ
が
台
頭
す
る
ま
で
は
日
本
国
民
に
と
っ
て
､
映
画
は
大
衆
娯
楽
で
あ
っ
た
｡
し
か
し
な
が
ら
'
日
本
統
治
時
代
の
東
北
地
方
は
貧
し
く
'
映
画
鑑
賞
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
現
実
で
あ
-
､
た
と
え
映
画
を
見
る
と
し
て
も
､
｢
満
洲
人
｣
が
好
ん
だ
映
画
は
圧
倒
的
に
上
海
映
画
で
あ
-
､
と
-
わ
け
滴
映
が
発
展
す
る
一
九
四
〇
年
以
降
'
｢
日
本
映
画
｣
は
満
映
作
品
よ
-
も
下
位
に
置
か
れ
た
｡
｢
満
洲
国
｣
　
に
大
量
に
輸
入
さ
れ
た
｢
日
本
映
画
｣
､
と
-
わ
け
名
作
と
い
わ
れ
た
数
々
の
作
品
は
｢
清
洲
人
｣
に
と
っ
て
は
何
の
関
心
も
な
-
'
専
ら
現
地
在
住
の
日
本
人
の
鑑
賞
用
で
あ
り
続
け
た
の
で
あ
-
､
戦
前
に
給
羅
星
の
ご
と
-
製
作
さ
れ
た
数
々
の
　
｢
日
本
映
画
｣
　
の
名
作
は
'
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
よ
う
に
他
国
の
国
民
を
魅
了
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡
こ
う
し
た
事
実
は
日
中
の
｢
過
去
｣
に
関
す
る
問
題
と
も
無
関
係
で
は
決
し
て
な
い
だ
ろ
う
｡
そ
の
点
に
つ
い
て
､
帰
国
後
に
行
っ
た
岸
富
美
子
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
貴
重
な
証
言
を
得
た
｡
岸
氏
に
よ
る
と
'
当
時
の
満
映
で
は
毎
週
土
曜
日
に
新
着
の
日
本
映
画
を
鑑
賞
す
る
催
し
が
開
か
れ
て
お
-
､
た
ま
に
中
国
人
が
製
作
す
る
上
海
映
画
が
上
映
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
｡
上
海
映
画
が
上
映
さ
れ
た
際
の
中
国
人
満
映
社
員
た
ち
の
反
応
が
圧
倒
的
で
'
ま
さ
に
｢
飛
び
上
が
っ
て
喜
ん
で
｣
鑑
賞
し
て
い
た
と
い
う
｡
当
時
の
満
映
社
員
は
日
本
人
が
多
か
っ
た
が
'
社
員
で
あ
る
中
国
人
と
の
関
係
も
比
較
的
良
好
で
あ
っ
た
｡
だ
か
ら
こ
そ
､
そ
の
後
日
本
の
映
画
人
の
協
力
の
も
と
に
　
｢
中
国
映
画
事
業
の
ゆ
-
か
ご
｣
と
も
呼
ば
れ
た
｢
東
北
電
影
公
司
｣
が
誕
生
し
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
も
あ
る
｡
と
は
い
え
､
岸
氏
の
証
言
は
満
映
に
お
け
る
中
国
人
ス
タ
ッ
フ
の
本
音
を
物
語
る
貴
重
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
-
､
そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
も
｢
満
映
｣
　
に
対
す
る
過
大
な
評
価
は
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
再
生
産
す
る
危
険
性
が
潜
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
､
満
映
に
215
関
す
る
考
察
に
つ
い
て
は
時
機
を
持
っ
て
北
京
電
影
資
料
館
や
ロ
シ
ア
の
ゴ
ス
フ
イ
ル
ム
フ
ォ
ン
ド
が
所
蔵
し
て
い
る
と
さ
れ
る
､
映
画
フ
ィ
ル
ム
の
作
品
分
析
か
ら
始
め
る
べ
き
で
あ
る
｡
特
に
日
本
の
場
合
､
滴
映
ス
タ
ー
｢
李
香
蘭
=
山
口
淑
子
｣
と
い
う
数
寄
な
運
命
を
辿
っ
た
女
優
が
神
話
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
-
､
近
年
は
李
香
蘭
に
関
す
る
優
れ
た
研
究
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
の
､
そ
れ
ら
は
あ
-
ま
で
｢
李
香
蘭
｣
と
い
う
稀
有
な
女
優
を
通
し
て
み
た
｢
日
本
人
｣
に
よ
る
表
象
分
析
で
あ
-
､
現
実
の
｢
滴
映
｣
で
は
な
い
の
で
あ
る
｡
〝
九
二
八
″
歴
史
博
物
館
に
お
け
る
'
思
わ
ず
眼
を
背
け
た
-
な
る
よ
う
な
東
北
地
方
の
住
民
に
対
す
る
残
虐
非
道
の
数
々
の
記
録
と
村
峠
し
た
際
'
そ
こ
に
は
強
烈
な
｢
反
日
｣
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
背
後
に
あ
る
も
の
の
'
一
九
九
七
年
に
｢
事
変
｣
か
ら
｢
歴
史
｣
に
名
称
を
変
更
し
た
中
国
サ
イ
ド
の
意
図
を
我
々
は
汲
み
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
し
､
日
本
人
と
し
て
こ
う
し
た
事
実
に
目
を
逸
ら
さ
ず
過
去
と
向
き
合
う
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
｡
ま
た
こ
う
し
た
姿
勢
が
な
け
れ
ば
'
中
国
人
の
研
究
者
と
の
共
同
研
究
な
ど
実
現
不
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
過
去
の
映
画
フ
ィ
ル
ム
を
歴
史
化
す
る
場
合
の
困
難
は
､
現
在
の
歴
史
認
識
か
ら
出
発
す
る
場
合
が
多
々
あ
る
｡
ま
ず
は
日
中
両
方
の
共
同
研
究
を
通
じ
て
相
互
理
解
に
努
め
る
態
度
が
何
よ
り
も
急
務
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
今
回
'
｢
満
洲
国
｣
で
は
き
わ
め
て
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
存
在
で
あ
っ
た
､
膨
大
な
数
の
　
｢
日
本
映
画
｣
　
の
所
在
が
'
様
々
な
政
治
的
混
乱
を
経
た
東
北
地
方
に
お
い
て
偶
然
に
も
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
ま
さ
に
奇
跡
的
と
で
も
い
う
べ
き
で
あ
る
｡
し
か
し
､
こ
う
し
た
｢
奇
跡
｣
を
文
字
通
-
寄
跡
と
す
る
こ
と
な
-
､
今
後
も
散
在
す
る
｢
海
の
よ
う
な
｣
映
画
フ
ィ
ル
ム
を
根
気
よ
-
探
し
続
け
て
い
-
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
最
後
に
､
今
回
の
出
張
に
あ
た
っ
て
'
研
究
協
力
者
の
佐
藤
秋
成
氏
(
本
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
)
　
か
ら
多
大
な
協
力
を
得
ら
れ
た
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
｡
氏
の
情
報
収
集
力
､
交
渉
力
が
な
け
れ
ば
､
今
回
の
映
画
フ
イ
ル
ム
の
発
見
に
は
到
底
辿
-
つ
け
な
か
っ
た
｡
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
｡
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